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夏
の
過
ご
し
方

今年も暑い夏がやってきました。

快適に夏を過ごすためには、安定した電

力供給が欠かせません。電気使用料が

アップする夏に備えて、一人ひとりが協

力して少しずつ節電を心がけましょう！

引き続き　　　　にご協力をお願いします節電

この夏の過ごし方2012

不要な照明
のスイッチ

OFF

電気製品の
コンセント

OFF

エアコンの
温度設定

28℃

電球は
ＬＥＤに！

冷蔵庫の
整理整頓

市
役
所
で
も
節
電
し
ま
す

■�

冷
房
の
設
定
温
度
を
28
℃
に
し
、
自
動

設
定
が
で
き
な
い
部
屋
な
ど
に
お
い
て

は
、
常
に
温
度
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

■�

自
然
光
を
利
用
し
、
室
内
照
明
を
一
部

節
約
し
ま
す
。

■�

水
曜
日
は
定
時
退
庁
を
心
が
け
、
夜
間

照
明
の
節
約
を
実
施
し
ま
す
。

■�

節
電
機
能
が
あ
る
事
務
機
器
は
、
常
に

節
電
設
定
で
使
用
し
ま
す
。

■�

６
月
〜
10
月
の
間
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実

施
し
ま
す
。

その他にもこんな節電があります！

・テレビを見ないときは消す

・炊飯器や電気ポットの保温を控える

・�洗濯物は、まとめ洗いし乾燥機は使用を

控える



�　　2012.7.1

夏
の
過
ご
し
方

熱中症に気をつけよう！
夏は熱中症になりやすい条件がそろっています。熱中症

は、正しい知識と適切な行動で防ぐことができます。ま

た、応急処置を知っていれば、命を救うこともできます。

[�H23.5.30 ～ 10.2までの熱中症救急搬送状況�]

新潟県
村上市
消防本部

全搬送者 1,125人 40人

うち65歳以上 531人 25人

65歳以上の
占める割合

47.2％ 62.5％

熱中症予防
５つのポイント

ま
ず
は
症
状
を
確
認
し
ま
す

めまい、たちくらみ、

筋肉のこむら返りがある

汗が止まらない

頭ががんがんする（頭痛）

吐き気がする、吐く

からだがだるい（倦怠感）

まず涼しい場所に避難する

衣服をゆるめ、体を冷す

水分・塩分を補給する

まず上記と同じ対応をとる

さらに足を高くして休む

自分で水分を摂れなけ

　　れば、すぐに病院へ！

熱中症かな？
と思ったら

水の事故に注意しよう！

①�温度に気を配る
②�飲み物を持ち歩く
③�こまめに休息をとる
④�栄養をとる
⑤�声をかけ合う

初期症状は 応急処置

放っておくと… 重症化したら

夏は川や海、プールに行く機会が多くなるため、必然的

に事故が多くなります。水の事故を未然に防ぎ、楽しい

夏にしましょう。

気をつけること！

水泳や水遊びが禁止されている所や
深い所、流れの速い所には行かない。

泳ぐ前には必ず準備運動をする。

天気が悪いときや波の高いときは
水辺で遊ばない。

プールの排水口には絶対近づかない。

気分が悪くなったら、すぐに水から
上がる。

おぼれている人がいたら大きな声で
助けを呼ぶ。

事故が起きやすい場所

・海水浴場(足がつかない沖)

・川(流れの速い場所、深い場所)

・プール(排水口の近く)

・身の回りの用水路、ため池

・工事現場

特に小さな子どもからは目を

離さないで!!
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市
内
で
も
、
こ
ん
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

　

村
上
小
学
校
６
年
生
（
児
童
数
52
人
）

が
、５
月
23
日
㈬
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、村
上
市
地
球
環
境
を
守
る
会

が
、グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
２
in
村
上
と
称
し
て
、㈶
県
環
境

保
全
団（
新
潟
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
）の
協
力
で
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

今
回
挑
戦
し
た
の
は
、ゴ
ー
ヤ
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
。少
し
大
き

め
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
４
〜
５
人
が
共
同

で
植
栽
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

植
栽
し
た
ゴ
ー
ヤ
は
、あ
ら
か
じ
め
教

室
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
取
り
付
け
た
ネ
ッ
ト

の
下
に
児
童
全
員
で
運
び
、今
も
児
童
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
大
切
に
育
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
ゴ
ー
ヤ
が
育
ち
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
な
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

幻想的な光景が、心を和ませてくれます
　毎年、たくさんの人の心を和ませ、楽しませてくれるホタル。今年もたくさんのホタルが飛び交い、幻

想的な光景が夜空に浮かびます。

　少し涼しくなる夏の夜に、素敵な思い出づくりをしてみませんか。

●問合せ　門前ほたる・とんぼ会

　　　　　（山田　☎53－0917）

─門前せせらぎ公園─
◆場所　村上市門前2516番地

〈地図〉

耕雲寺
●

日下集落センター
●

●山辺里小学校

　村上高等
●職業訓練校

日
沿
道

国
道
７
号
線

門前川

207

●問合せ　イヨボヤ会館

　　　　　（☎52－7117）

─鮭公園ホタルの池─
◆場所　村上市塩町4990番地

〈地図〉

村上市鮭公園
●

●三面川中州公園

村上第一中学校
●

村上総合病院
●

村上市
消防本部
●

三面川

羽
越
本
線

村
上
駅 ●問合せ

　農林水産課　☎53－2111
　農業振興室（内線344）
　水産振興係（内線342）

［ホタル鑑賞マナー］

・ホタルに光を当てない。

・ホタルを持ち帰らない。

［その他］

・�７月末ごろまで楽しめます。

・�足元の悪い場所もありま

すので、懐中電灯を用意し

てください。

グリーンカーテンで しい夏涼

グリーンカーテンが涼しい つの理
わ

由
け

夏
の
過
ご
し
方

　グリーンカーテンは、植物の葉やツタが窓からの日差しを遮
さえぎ

り、室内温度の上昇を抑えるとともに、植物の蒸
散作用によってまわりを冷やすことが期待できます。
　室内の温度が下がるとエアコンの使用を控えるようになり、省エネにもつながります。

３
①日差しを遮ります

　葉などが、窓からの日差しの侵

入を防ぎます。

　また、日差しからの熱をカット

する効果があります。

②�蒸散作用で室内温度の上

昇を抑える
　植物は、成長のために葉から水
分を蒸発させます。その際に熱を
奪うことから、室内温度の上昇が
抑えられます。

③�家のまわりの表面温度を

抑える
　グリーンカーテンの張り方を
工夫すれば、壁や地面などからの
熱の発生と侵入を抑えることが
できます。

ゴ
ー
ヤ
大
使
の
金
子
ボ
ボ
氏
と
植
栽

作
業
を
す
る
子
ど
も
達
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●問合せ　農林水産課農業振興室

　　　　　☎53－2111（内線344）
　　　　　または各支所産業建設課産業観光室

　市では、人・農地プランの地区・集落説明
会を順次行います。農業者だけでなく、農業
に関心や興味のある人もぜひ参加してくだ
さい。説明会の日程などは後日、地区や集落
を通してお知らせします。

○青年就農給付金（経営開始型）
　農業を始めて経営が安定するまでの間で、次の

要件を全て満たす人に給付します

【給付額】年間150万円（最長５年間）

【要　件】

　①原則45歳未満で独立・自営就農している

　②人・農地プランに位置づけられている

　③就農後の所得が250万円未満

［農地の出し手への支援（農地集積協力金）］

○経営転換協力金
　農地集積への協力者に給付します

貸し付けなどを行う面積 交付単価

0.5㌶以下 30万円/戸

0.5㌶超　2.0㌶以下 50万円/戸

2.0㌶超 70万円/戸

【対象者】

　①リタイア（離農）する農業者

　②土地利用型農業から経営転換する農業者

　③農地の相続人

　※戸別所得補償制度の加入者に限ります

○分散錯
さく

圃
ほ

解消協力金
　農地の連担化への協力者に給付します

　交付単価　5,000円/10㌃
【対象者】

　①�中心となる農業者の経営耕地に隣接する農地

の所有者

　②�中心となる農業者の経営耕地に隣接する農地

を借りて耕作していた農業者

［農地の受け手への支援（規模拡大加算）］

○規模拡大加算
　交付単価　２万円/10㌃
【対　象】

　農地利用集積円滑化事業により面的集積をして

経営規模を拡大する農家

　※戸別所得補償制度の加入者に限ります
▼�農地利用集積円滑化事業とは、農地などの効率的な利用に向
け、その集積を促進するために創設された事業をいいます。

○�スーパー L資金（農業経営基盤強化資金）
の金利負担軽減

　貸し付け当初から５年間、金利負担を軽減します

【対象者】

　人・農地プランに位置づけられた認定農業者
▼�スーパー L資金とは、認定農業者が設備・機械の導入や農地の
取得等を目的として、長期期間（25年まで）借りることができ
る低利の資金です。

　人・農地プランは、農業者の高齢化や耕作放棄地の増加など、農業が抱え

ている問題を解決するために市と集落または地域で話し合って作成するも

のです。人と農地の問題について考えてみませんか。

◆受けられる支援
　人・農地プランに位置づけられると、さまざまな支援が受けられます。

人と農地の問題の解決に向けて 人・農地プラン

１　地域との話し合い
①今後の中心となる経営体（農業法人など）はどこか
②中心となる経営体へどうやって農地を集積するか
③�中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業農家、自給
的農家）を含めた地域農業のあり方

などを皆さんとの話し合いのもと、原案を作成します。

◆作成のための手順

２　検討会で正式に決定
　原案の作成後、市と農業再生協議会を
中心に農業者の代表などを加えた関係者
で検討会を開催します。
　検討会で適当と認められたものが人・
農地プランとして決定されます。
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定住・交流人口の
拡大に向けて!

定
住
の
里
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
概
要

１　

産
業
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

⑴
産
業
の
活
性
化

　

・�

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
商
工

連
携
や
農
林
漁
業
の
６
次
産
業

化
へ
の
支
援
体
制
の
構
築

　

・�

地
産
地
消
を
前
提
と
し
た
事
業

化
の
推
進

　

・「
村
上
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立

　

⑵
雇
用
の
確
保
・
拡
大

　

・�

地
元
か
ら
雇
用
を
生
み
出
す
起

業
に
対
す
る
支
援

　

・�

企
業
誘
致
活
動
の
推
進
と
既
存

企
業
へ
の
支
援
制
度
の
構
築

　

・�

企
業
誘
致
の
た
め
の
新
た
な
立

地
候
補
地
確
保
に
向
け
た
研
究

　

・�

農
商
工
連
携
や
農
林
漁
業
の
６

次
産
業
化
に
関
す
る
企
業
立
地

へ
の
優
遇
支
援
策
の
検
討

　

⑶
高
速
交
通
体
系
の
整
備
促
進

　

・�

日
本
海
東
北
自
動
車
道
朝
日
ま

ほ
ろ
ば
Ｉ
Ｃ
か
ら
あ
つ
み
温
泉

Ｉ
Ｃ
間
の
早
期
開
通
要
望
の
強

化

　

・�

地
場
産
品
の
流
通
と
雇
用
の
拡

大
に
つ
な
が
る
販
売
施
設
設
置

の
要
望

　

⑷
幹
線
交
通
網
の
整
備
促
進

　

・�

交
通
需
要
に
対
応
し
た
幹
線
道

路
の
整
備

２　

交
流
・
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

⑴
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

　

・�

高
速
道
路
開

通
に
よ
り
通

過
都
市
に
な

ら
な
い
た
め

の
戦
略
を
構

築
す
る
官
民

一
体
と
な
っ
た
体
制
づ
く
り

　

・�

道
の
駅
の
魅
力
の
向
上

　

・�

日
本
海
き
ら
き
ら
羽
越
観
光
圏

で
の
取
組
の
強
化
と
市
内
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　

⑵
定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大

　

・�

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
新
た
な

候
補
地
お
よ
び
手
法
の
研
究

　

・�

空
き
家
の
活
用
と
遊
休
農
地
等

の
有
効
活
用

と
連
携
し
た

施
策
の
展
開

　

・�

移
住
定
住
者
支

援
制
度
の
研
究

　

・�

極
端
な
少
子
化

へ
の
対
策
の

具
体
的
か
つ
速
や
か
な
実
施

　

・�

市
外
で
働
く
市
民
や
、
地
元
で

育
ち
地
元
に
就
職
す
る
人
た
ち

へ
の
支
援
策
の
検
討

３　

健
や
か
・
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

⑴
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

・�

食
育
と
運
動
を
連
携
し
た
総
合

的
な
施
策
の
展
開

　

・�

食
育
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

⑵
地
域
医
療
体
制
の
環
境
整
備

　

・�

厚
生
連
村
上
総
合
病
院
の
施
設

整
備
へ
の
支
援
と
、
医
療
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
医

療
の
あ
り
方
の
検
討

　

・�

県
立
坂
町
病
院
の
医
療
体
制
整

備
に
向
け
た
要
望
活
動
の
強
化

　

⑶
子
育
て
環
境
の
整
備

　

・�

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援

と
し
て
の
医
療
費
助
成
拡
大
に

つ
い
て
の
検
討

　

・�

延
長
保
育
等
の
充
実
と
休
日
保

育
導
入
に
つ
い
て
の
検
討

　

・�

学
童
保
育
所
の
計
画
的
整
備
に

よ
る
放
課
後
児
童
対
策
の
充
実

　

⑷�

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
お
よ

び
介
護
予
防
対
策
の
推
進

　

・�

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

等
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・�

施
設
入
居
待
機
者
の
縮
減
と
介

護
予
防
事
業
の
推
進

　

・�

地
域
で
見
守
る
体
制
づ
く
り
の
推
進

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
の
特
に
推
進
す
べ
き
施
策
の
方
向
性

　市の人口は、昭和30年をピークに減少が続き、平成22年国勢調査

の結果、平成17年国勢調査と比較して6.1％減少しました。

　人口の減少は、地域の活力や経済に大きく影響する問題であり、

市ではこの問題に対応するための施策の方向性を「定住の里づくり

アクションプラン」としてまとめました。

定
住
の
里
づ
く
り

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
は
？

　

第
１
次
村
上
市
総
合
計
画
で

は
、
市
の
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像

「
元
気
“
ｅい

ー

ま
ち
〟
村
上
市
」
を

実
現
す
る
た
め
に
、
重
点
的
・
戦

略
的
に
取
り
組
む
テ
ー
マ
（
重
点

戦
略
）
を
『
定
住
の
里
づ
く
り
』

と
し
、「
産
業
元
気
」、「
交
流
・

体
験
」、「
健
や
か
・
子
育
て
応

援
」、「
人
づ
く
り
」、「
暮
ら
し
応

援
」
の
５
つ
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
第
１
次
村
上
市
総
合

計
画
の
後
半
４
年
間
（
Ｈ
25
〜
28

年
度
）
の
後
期
実
施
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
５
つ
の

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
特

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き

施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
地
域

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
ま

と
め
た
も
の
が
「
定
住
の
里
づ
く

り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
で
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
内
容
を
後
期

実
施
計
画
に
反
映
し
て
い
く
も

の
で
す
。
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地
域
活
性
化
に
向
け

各
地
で
特
に
取
り
組
む
施
策
の
方
向
性

１　

村
上
地
区

　

・
地
域
交
通
の

拠
点
で
あ
る

村
上
駅
周
辺

の
活
性
化
策

に
よ
る
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

　

・
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の

美
し
い
景
観
や
歴
史
・
風
土
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・
市
街
地
と
農
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
活
か
し
た
活
性
化
と
、

農
商
工
連
携
や
６
次
産
業
化
へ

の
支
援
等
、
農
林
水
産
業
の
振

興
に
向
け
た
取
組
の
推
進

２　

荒
川
地
区

　

・
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
の
取

組
と
清
流
荒

川
の
地
域
資

源
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
る

地
域
産
業
活

性
化
の
推
進

　

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
実

現
の
た
め
の
県
立
坂
町
病
院
の

医
療
体
制
の
充
実

　

・
近
隣
地
域
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
の
、
宅
地
化
の
推
進
等
に

よ
る
住
環
境
の
向
上

３　

神
林
地
区

　

・
お
幕
場
大
池
公
園
、
平
林
城
跡

な
ど
の
観
光
資
源
と
隣
接
す
る

地
区
と
の

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
に

よ
る
交
流

人
口
の
拡

大

　

・
農
業
の
中
核
地
域
と
し
て
の
地

元
農
産
物
の
特
化
と
、
他
の
地

域
資
源
お
よ
び
業
種
と
の
連
携

に
よ
る
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興

４　

朝
日
地
区

　

・
都
市
部
と
の
交
流
の
拠
点
と
し

て
の
み
ど
り
の
里
お
よ
び
周
辺

施
設
の
計
画
的
な
整
備
に
よ
る

地
域
活
性
化

　

・
ブ
ナ
の
原
生
林
を
は
じ
め
と
し

た
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
観

光
の
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
の

ス
ー
パ
ー

ラ
イ
ン
の

利
用
促
進

に
向
け
た

取
組
の
推

進

５　

山
北
地
区

　

・
地
域
な
ら
で
は
の
特
産
品
開
発

等
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
実

現
す
る
た
め
の
早
急
な
体
制
の

確
立

　

・
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
人
・
技

を
介
し
て

の
日
常
生

活
を
分
か

ち
合
う
交

流
の
拡
大

に
よ
る
、
農

村
生
活
愛
好
者
の
定
住
促
進
に

向
け
た
取
組
の
推
進

　

定
住
の
里
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
定
住
の
里
づ
く
り
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

 

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
５
３
１
、５
３
２
）

４　

人
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

⑴�「
郷
育
の
ま
ち
・
む
ら
か
み
」の

推
進

　

・�

奨
学
金
制
度

の
継
続
と

地
元
が
必

要
と
す
る

人
材
の
育

成
に
対
す

る
支
援
制

度
の
研
究

　

・�

家
庭
、
地
域
、
学
校
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
環
境
づ
く
り
の
推

進

　

⑵
生
涯
学
習
の
充
実

　

・�

充
実
し
た
学
習
情
報
の
提
供
に

よ
る
学
習
環
境
の
充
実

　

・�

各
種
講
座
開
催
に
よ
る
現
代
課

題
に
つ
い
て
の
学
習
の
推
進

　

⑶
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

・�

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・
充
実

　

・�

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

等
の
推
進
団
体
や
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
へ
の

支
援

　

⑷
文
化
・
芸
術
の
推
進

　

・�

地
域
文
化
の
育
成
・
継
承
の
た

め
の
活
動
団
体
へ
の
支
援
の
強

化

　

・�

文
化
財
の
整
備
に
よ
る
地
域
活

性
化
や
観
光
施
策
と
連
携
し
た

事
業
展
開
の
検
討

５　

暮
ら
し
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

⑴
自
然
環
境
の
保
全

　

・�

地
球
環
境
保
全
の
た
め
の
地
域

資
源
を
有
効
活
用
し
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
施
策
の
実
施

　

・�

市
民
と
事
業
者
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
環
境
保
全
に
向
け
て

の
体
制
の
構
築

　

・�

ゴ
ミ
の
３
Ｒ
活
動
の
推
進

　

・�

公
共
施
設
に
お
け
る
地
球
環
境

に
や
さ
し
い
施
設
整
備
の
推
進

　

・�
下
水
道
未
整
備
地
域
の
早
期
解

消

　

⑵
公
共
交
通
体
系
の
整
備

　

・�

地
域
に
実
情
に
合
っ
た
利
用
し

や
す
い
交
通
体
系
の
確
立

　

・�

観
光
施
策
と
連
携
し
た
交
通
体

系
の
検
討

　

・�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
を
有
効
活
用

し
た
運
行
体
系
の
検
討

　

⑶
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　

・�

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
整
備

の
推
進
と
自
主
防
災
組
織
の
組

織
化
お
よ
び
活
動
支
援
、
学
校

に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
に

よ
る
災
害
時
の
万
全
な
体
制
の

構
築

　

・�

安
全
・
安
心
で
人
に
優
し
い
歩

行
空
間
確
保
の
た
め
の
生
活
道

路
や
通
学
路
等
の
整
備

　

・�

安
全
で
良
質
な
水
の
安
定
供
給

と
経
営
統
合
に
向
け
た
計
画
的

な
施
設
整
備
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■
高
齢
受
給
者
証

　

（
70
〜
74
歳
の
人
）

　

対
象
者
（
誕
生
日
の
翌
月
で
満
70
〜
74
歳
）

に
は
、保
険
証
と
一
緒
に
新
し
い
高
齢
受
給
者

証（
藤
色
）を
送
付
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
に
よ
り
、一
部

負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、新
し
い
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る

負
担
割
合
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
院
な
ど
で
受
診
さ
れ
る
際
は
、保
険
証
と

一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
〜
２
５
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
室

は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
室
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、既
に
送
付
先
変
更
届
を
提
出
し
た
人

は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
直
接
受
け
取
る
こ
と
も

　

で
き
ま
す

　

郵
送
で
は
な
く
、直
接
受
け
取
り
を
希
望
す

る
人
は
、７
月
９
日
㈪
ま
で
に
保
健
医
療
課
国

保
室
ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
の
窓
口
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
け
取
り
の
際
に
は
運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

■
保
険
証
で
臓
器
提
供
の

　

意
思
表
示
が
で
き
ま
す

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、保
険
証
裏
面
に
臓
器

提
供
の
意
思
表
示
欄
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　

署
名
は
、
あ
く
ま
で
本
人
の
自
由
意
志
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
目
隠
し
用
シ
ー
ル
が
保
険
証
の
台
紙

に
つ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村上市　保健医療課　国保室

【保険証裏面：白色】

※�臓器提供の意思表示ができます

　�目隠し用シールは、保険証の台紙につ

いています

■
新
し
い
保
険
証
は

　

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

　

８
月
１
日
㈬
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険

証（
ベ
ー
ジ
ュ
色
）を
、７
月
下
旬
に
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
全
員
分
を
世
帯
主
あ
て
に
特

定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

個
人
あ
て
に
送
付
し
て
欲
し
い
場
合
や
住

民
登
録
地
以
外
の
居
住
地
の
送
付
を
希
望
す

る
人
は
、「
送
付
先
変
更
届
」の
提
出
が
必
要
で

す
の
で
、運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
と

印
鑑
を
持
参
の
上
、保
健
医
療
課
国
保
室
ま
た

【高齢受給者証表面：藤色】

※ここに負担割合が記載されています

25

【保険証表面：ベージュ色】

25

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

８
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

国民健康保険からのお知らせ
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保険税の税率および

賦課限度額

課税区分 平成24年度

医 療 分

所 得 割 率 7.5%
被 保 険 者
均 等 割 額

26,000円

世 帯 別
平 等 割 額

12,400円

賦課限度額 51万円

後期高齢者
支 援 金 分

所 得 割 率 2.5%
被 保 険 者
均 等 割 額

9,900円

賦課限度額 14万円

介 護 分

所 得 割 率 2.2%
被 保 険 者
均 等 割 額

13,000円

賦課限度額 12万円

■
保
険
税
額
の
軽
減

　

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人

で
、所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯
の
保
険
税
額
は
、

被
保
険
者
均
等
割
額
と
世
帯
別
平
等
割
額
を

世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
７
割
、
５
割
、
２
割
を

減
額
し
て
計
算
し
ま
す
。

■
納
付
方
法

　

保
険
税
の
納
め
方
は
、「
特
別
徴
収
」
と
「
普

通
徴
収
」の
二
通
り
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
介
護
保
険
料
と
同
様

に
年
金
支
給
日
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
場
合
で
直
接
納
付
の
世
帯
は
、

通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納
付
書
で
期
限

ま
で
に
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る
世
帯

は
、
納
期
限
日
に
振
り
替
え
ま
す
。
ご
指
定
の

金
融
機
関
名
、口
座
番
号
な
ど
を
通
知
書
に
記

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
振
替
日
ま
で
に
残
高
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
の
場
合
は
、「
国
民
健
康
保
険
税

納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
を
提
出
す
る
と
、
特

別
徴
収
を
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
課
・
各
支
所
市
民

生
活
課
税
務
担
当
・
各
連
絡
所
で
手
続
き
が
で

き
ま
す
。（
金
融
機
関
で
は
手
続
き
は
で
き
ま

せ
ん
）

■�

納
付
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す

　

納
付
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

担
当
の
職
員
が
、
現
在
の
状
況
を
確
認
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
っ
た
納
付
計
画
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

税
務
課
保
険
税
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
、２
２
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
担
当

　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
税
額
の
確
定

通
知
書
を
、７
月
中
旬
に
世
帯
主
あ
て
に
送
付

し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、加
入
者
の
前
年
中
の

所
得
を
も
と
に
世
帯
単
位
で
計
算
し
ま
す
。

　

す
で
に
４
月
分
の
年
金
か
ら
仮
の
保
険
税

を
納
め
て
い
る
世
帯
に
は
、平
成
23
年
中
の
所

得
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、再
度
計
算
を
し
て
、

今
年
度
の
正
式
な
保
険
税
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、年
度
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
人
が

い
る
世
帯
の
保
険
税
額
は
、75
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
月
の
前
月
分
ま
で
あ
ら
か
じ
め
計
算

し
、年
間
の
納
期
数
で
割
り
振
り
し
た
金
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
に
は
、
第

２
号
被
保
険
者
介
護
保
険
料
分
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、年
度
の
途
中
で
40
歳
に
な
る

人
は
、
誕
生
日
を
迎
え
る
月
（
１
日
が
誕
生
日

の
場
合
は
そ
の
前
の
月
）の
分
か
ら
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■�

保
険
税
の
税
率
お
よ
び
賦
課
限

度
額
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、税
率
お
よ
び
賦
課
限
度
額
の
改

定
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。（
別
表
参
照
）

国民健康保険からのお知らせ

国
民
健
康
保
険
税
の
確
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

院
時
の
一
部
負
担
金
と
食
事
代
の
軽
減
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
証
で
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
受
け
て
い
て
、
８
月
以
降

も
対
象
と
な
る
人
に
は
、８
月
１
日
㈬
か
ら
使

用
で
き
る
減
額
認
定
証
を
保
険
証
と
は
別
に

郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
認
定
証
は
現
在
お
持
ち
の
も
の
と

同
じ
色
で
す
の
で
、医
療
機
関
に
提
示
す
る
際

は
、
交
付
年
月
日
な
ど
を
確
認
し
、
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

保
健
医
療
課
国
保
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
５
２
〜
２
５
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
室

地
へ
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、「
送
付
先
変
更

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
身
分
の
確
認

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の

上
、保
健
医
療
課
国
保
室
ま
た
は
各
支
所
地
域

福
祉
課
保
健
室
の
窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

［
お
願
い
］

　

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
、

「
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
記
載
内
容
保
護
シ
ー

ル
」「
カ
バ
ー
」
は
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

希
望
す
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

新しい保険証（桃色）

医療費の自己負担割合（下記参照）

平成25年７月31日

平成24年８月１日

◆医療費の自己負担割合◆

《１割負担となる人》

　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の

中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者
がいない人

《３割負担となる人》

　同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者の

中に、住民税課税所得が145万円以上の所得者
がいる人

　住民税課税所得が145万円以上の所得者が

いる場合でも、次に当てはまる人は申請によ

り１割負担となります。

［同一世帯に加入者が１人の場合］

　その人の収入合計金額が383万円未満また

は、その人の収入と同一世帯の70～74歳の人

全員の収入合計金額が520万円未満

［同一世帯に加入者が複数いる場合］

　加入者全員の収入合計金額が520万円未満

平成○年○月○日

平成○年○月○日

3 9 1 5 2 1 2 9

　

現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、７
月
31
日
㈫
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈬
か
ら
は
新
し
い
保
険
証
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。（
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）

　

新
し
い
保
険
証
は
、７
月
20
日
㈮
こ
ろ
に
特

定
記
録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

　

８
月
に
な
っ
て
も
「
保
険
証
が
届
か
な
い
」

「
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
誤
り
が

あ
る
」な
ど
と
い
っ
た
場
合
は
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、保
険
証
を
住
民
登
録
地
以
外
の
居
住

■
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

毎
年
、
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
の
「
一
部
負
担
金
の
割
合
」

の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
割
合
は
８
月
１
日

か
ら
１
年
間
適
用
と
な
る
自
己
負
担
の
割
合

で
す
。

■�

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
更
新

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
を
対
象
に
、
入

後期高齢者医療保険からのお知らせ

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、加
入

者
一
人
ひ
と
り
か
ら
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
間
の
保
険
料
を
記
載
し
た
通
知

書
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
計
算
方
法

　

年
間
保
険
料
は
、均
等
割
額
と
所
得

割
額
の
合
計
で
す
。（
賦
課
限
度
額
は

55
万
円
）

◆
均
等
割
額
と
は

　

保
険
料
の
う
ち
、加
入
者
全
員
が
均

等
に
負
担
す
る
分
で
す
。新
潟
県
内
の

均
等
割
額
は
３
万
５
３
０
０
円
で
す
。

◆
所
得
割
額
と
は

　

保
険
料
の
う
ち
、加
入
者
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
分
で
す
。平
成
23
年

中
の
総
所
得
金
額
な
ど
か
ら
、基
礎
控

除
額
（
33
万
円
）
を
控
除
し
た
金
額
に
、

所
得
割
率
（
新
潟
県
内
は
７
・
15
％
）

を
掛
け
て
算
出
し
ま
す
。

保険料の納付方法と納付時期
・４月以降の年金からすでに納めている人【特別徴収】

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

仮　　徴　　収 本　　徴　　収

　決定した年間保険料額から、４月・６月・８月に納めた額を差し引いて、残った額を10月・

12月・２月に分けて年金から納めます。

・７月から納付書、または口座振替で納める人【普通徴収】

４～６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

納付なし 納付書、または口座振替での納付

　決定した年間保険料額を平成24年７月から平成25年３月までの９期に分けて納めます。

　月々納める保険料額は、７月中旬に送付する通知書に記載されていますので、ご確認ください。

■
軽
減
制
度
（
申
請
不
要
）

○
所
得
が
少
な
い
人
へ
の
軽
減

　

平
成
23
年
中
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、次
の

と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
９
割
、
８
・
５

割
、５
割
、２
割
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

所
得
割
額
の
軽
減

　

個
人
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、５
割
軽
減
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
加
入
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
へ
の

軽
減

　

軽
減
後
の
平
成
24
年
度
の
年
間
保
険
料
額

は
３
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。（
市
町
村
国
保
、

国
保
組
合
な
ど
の
被
扶
養
者
は
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
）

■
納
付
方
法
を
変
更
で
き
ま
す

○
納
付
書
か
ら
口
座
振
替
へ

　

変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、振
替
口
座
の
預

金
通
帳
、
通
帳
の
届
け
出
印
、
保
険
証
を
持
参

の
上
、
税
務
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
担

当
、
各
連
絡
所
、
市
内
金
融
機
関
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
人
で
も
、
改
め
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

※�

７
月
分
の
保
険
料
か
ら
口
座
振
替
を
希
望

す
る
人
は
、
７
月
13
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

○
年
金
か
ら
口
座
振
替
へ

　

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
方
法
変
更

申
出
書
」を
提
出
す
る
と
年
金
か
ら
の
保
険
料

の
天
引
き
が
、口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
変
更

で
き
ま
す
。

　

変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、振
替
口
座
の
預

金
通
帳
、
通
帳
の
届
け
出
印
、
保
険
証
を
持
参

し
、税
務
課
や
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
担
当
、

各
連
絡
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
金

融
機
関
で
は
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
）

　

７
月
31
日
㈫
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
10

月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
天
引
き
が
止
ま

り
、口
座
振
替
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
31
日
を
過
ぎ
て
も
手
続
き
は
で

き
ま
す
が
、天
引
き
が
止
ま
る
月
が
遅
く
な
り

ま
す
。

●
問
合
せ　

税
務
課
保
険
税
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
、２
２
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
担
当

後期高齢者医療保険からのお知らせ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
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65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
、平
成
24
年

度
介
護
保
険
料
額
の
確
定
通
知
書
を
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

４
月
分
の
年
金
か
ら
仮
に
算
定
し
た
保
険

料
を
納
め
て
い
る
人
に
は
、平
成
23
年
中
の
所

得
が
確
定
し
ま
し
た
の
で
、今
年
度
の
正
式
な

介
護
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
所
得
段
階
と
保
険
料
額

　

所
得
段
階
は
、
市
民
税
の
課
税
状
況
や
所
得

状
況
に
応
じ
て
６
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

年
間
保
険
料
額
は
、介
護
保
険
料
の
基
準
額

と
各
所
得
段
階
の
保
険
料
率
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。
市
報
む
ら
か
み
５
月
１
日
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度

の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
な
ど
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

■
納
付
方
法

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、「
特
別
徴
収
」
と
、

「
普
通
徴
収
」の
二
通
り
あ
り
ま
す
。

　

「
特
別
徴
収
」の
場
合
は
、天
引
き
さ
れ
る
年

金
の
種
類
を
記
載
し
て
い
ま
す
。「
普
通
徴
収
」

の
う
ち
、口
座
振
替
を
申
し
込
ん
で
い
る
人
に

は
、通
知
書
に
金
融
機
関
名
や
口
座
番
号
な
ど

を
記
載
し
て
い
ま
す
。口
座
振
替
を
申
し
込
ん

で
い
な
い
人
は
、通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
特
別
徴
収
」か「
普
通
徴
収
」の
い
ず

れ
の
納
め
方
に
な
る
か
は
、年
金
支
給
額
な
ど

で
決
ま
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
申
し
込
み
◆

　

保
険
料
の
納
付
方
法
を
納
付
書
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。変
更
を
希
望
す
る
人

は
、
市
役
所
税
務
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
税

務
担
当
、
各
連
絡
所
、
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口

に
通
帳
と
通
帳
の
届
け
出
印
、保
険
証
を
持
参

し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　

税
務
課
保
険
税
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
税
務
担
当

介護保険料額の確定通知書
を7月中旬に送付します

平成24年度

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
を
対
象
に
、施
設

な
ど
を
利
用
す
る
際
の
食
費
や
居
住
費（
滞
在

費
）の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
軽
減
の
対
象
と
な
る
費
用

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、介
護
老
人
保
健
施

設
、介
護
療
養
型
医
療
施
設
へ
の
入
所
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
時
の
食
費
と
居
住
費（
滞
在
費
）で
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
時
の
食
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
軽
減
内
容

　

対
象
者
の
収
入
額
や
利
用
さ
れ
る
施
設
の

居
室
に
よ
っ
て
軽
減
内
容
は
異
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
負
担
額
を
軽
減
す
る
に
は

　

市
に
申
請
を
し
て
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
っ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
証
の
有
効
期
間
は
、
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
平
成
25
年
６
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、現
在
は
軽
減
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
人
で
も
世
帯
の
課
税
状
況
が
変
わ
る
と
新

た
に
軽
減
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
認
定
証
を
交
付
さ
れ
て
い
た
人

　

６
月
初
め
に
更
新
申
請
の
ご
案
内
を
し
て

い
ま
す
が
、ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
場
合

は
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
・
申
請

　

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
６
２
、３
６
３
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
福
祉
室

平成24年度
介護保険
負担限度額
認定申請の
お知らせ
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重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度（
県
障
）

の
お
知
ら
せ

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
県
障
）
は
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療

費
や
入
院
時
の
食
事
療
養
費
（
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
）
、
訪
問

看
護
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

自
立
支
援
医
療
な
ど
、
ほ
か
の
医
療
費

の
軽
減
制
度
が
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
そ

ち
ら
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
転
入
し
て
き
た
場
合
は
、
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

◎
利
用
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
A
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

※
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
助
成
停
止

と
な
り
ま
す

◎
助
成
の
受
け
方

　

「
受
給
者
証
」
を
健
康
保
険
証
と
と
も
に

医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

一
部
負
担
金
だ
け
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

［
一
部
負
担
金
］

　

医
療
機
関
ご
と
で
月
ご
と
に

　
　

外　
　

来　

１
回　

５
３
０
円

　
　
　
　
　
　

（
月
４
回
ま
で
負
担
）

　
　

入　
　

院　

１
日
１
２
０
０
円

　
　

訪
問
看
護　

１
日　

２
５
０
円

　

※
調
剤
薬
局
へ
支
払
う
額
は
無
料
で
す

◎
医
療
費
の
払
い
戻
し
（
償
還
払
い
）

①
治
療
用
装
具
を
購
入
し
た
と
き

②
入
院
時
生
活
療
養
費
（
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
場
合
）を
支
払
っ
た
と
き

③
県
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き

　

な
ど
は
、
申
請
を
す
る
と
後
日
、
自
己
負

担
額
を
超
え
た
金
額
を
還
付
し
ま
す
。

■�

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す

　

こ
の
助
成
を
受
け
て
い
る
人
は
、毎
年

７
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、７
月
２
日
付
で
届
出
用

紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
７
月
末
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
届
け
出
を
提
出
し
な
い
と

９
月
以
降
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
７
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
福
祉
室

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
で
、小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

保
護
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
、３
人
以
上
の
子
が
い
る
世

帯
の
み
、小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生

ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。

■
新
た
に
対
象
と
な
る
人

　

新
た
に
対
象
と
な
る
世
帯
の
保
護
者
が
助

成
を
受
け
る
に
は
、中
学
生
の
子
ど
も
の
受
給

者
証
が
必
要
に
な
る
の
で
、受
給
者
証
の
交
付

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。７
月
下
旬
に
対
象
と

な
る
世
帯
の
保
護
者
に
通
知
し
ま
す
の
で
、子

ど
も
の
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
で
交
付
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、対
象
と
な
る
世
帯
の
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
の
新
し
い
受
給
者
証
を
８
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
は
今
お
持
ち
の

受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い（
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
人
は
、担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※�

こ
の
制
度
に
お
け
る「
子
」と
は
、保
護
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
（
同
居
し
て
い
な

い
子
も
含
む
）
だ
け
で
は
な
く
、
就
職
や
婚

姻
な
ど
で
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
子
も
含
ま

れ
ま
す

３
人
以
上
の「
子
」が
い
る
世
帯
の

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
拡
充
し
ま
す

子の人数【２人以下】

・入院：（現行と同じ）

・通院：（現行と同じ）

子の人数【３人以上】

・入院：中学校３年生まで

・通院：中学校３年生まで

９月から

子の人数　【制限なし】

・入院：小学校６年生まで

・通院：小学校６年生まで

現　行

拡充内容

➡

９月から

●
問
合
せ　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
４
６
）
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市
で
は
、
合
併
後
の
地
域
が
バ
ラ

ン
ス
良
く
発
展
す
る
こ
と
と
、
公
平

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
さ
せ
る
た

め
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
地
域
審
議

会
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
審
議
会
は
、
旧
市
町
村
の
区

域
ご
と
の
５
地
区
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
12
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

委
員
に
つ
い
て
は
、自
治
組
織
、各

産
業
団
体
、教
育
・
文
化
・
福
祉
・
衛

生
・
医
療
・
環
境
保
護
の
各
分
野
の

方
々
の
中
か
ら
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

今
回
、
地
域
審
議
会
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
新
た
に
60
人
の
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の

任
期
は
、
平
成
24
年
５
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
４
月
30
日
ま
で
の
２
年
間

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
地
域
審
議
会
で
は
、

市
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
「
定
住
の
里

づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
素

案
）
」
に
つ
い
て
審
議
し
、
市
長
に
答

申
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
地
域
審
議
会
は
、
年
４

回
を
予
定
し
て
お
り
、
各
地
区
に
お

け
る
活
性
化
の
た
め
の
具
体
的
な
方

策
に
つ
い
て
審
議
す
る
予
定
で
す
。

【
村
上
地
区
】

会　

長　
　

板　

垣　

藤　

生

副
会
長　
　

吉　

田　

雅　

博

委　

員　
　

山　

口　

治　

雄

　
　
　
　
　

磯　

部　

幸　

雄

　
　
　
　
　

石　

井　

秀　

逸

　
　
　
　
　

鍋　

倉　

静　

雄

　
　
　
　
　

長　
　
　

昭　

榮

　
　
　
　
　

本　

間　

正　

良

　
　
　
　
　

佐　

藤　

久　

也

　
　
　
　
　

菅　

原　

美
知
代

　
　
　
　
　

南　

波　
　
　

恵

佐　

藤　

芳　

男

【
荒
川
地
区
】

会　

長　
　

会　

田　

健　

次

副
会
長　
　

松　

田　

昭　

平

委　

員　
　

山　

田　

俊
治
郎

　
　
　
　
　

田　

島　
　
　

勉

　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

巖

　
　
　
　
　

片　

岡　
　
　

弘

　
　
　
　
　

石　

山　

忠　

一

　
　
　
　
　

信　

田　

瑠
美
子

　
　
　
　
　

櫻　

井　
　
　

昇

　
　
　
　
　

石　

山　
　
　

健

　
　
　
　
　

小　

関　

シ
ヅ
子

　
　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

薫

【
神
林
地
区
】

会　

長　
　

大　

嶋　

芳　

美

副
会
長　
　

坂　

上　

孝　

雄

委　

員　
　

佐　

藤　
　
　

巧

　
　
　
　
　

伊
與
部　

眞　

士

　
　
　
　
　

竹　

内　

友　

二

　
　
　
　
　

鈴　

木　

誠　

兒

　
　
　
　
　

須　

貝　

愼
一
郎

　
　
　
　
　

齋　

藤　

辰　

弥

　
　
　
　
　

遠　

山　

千
賀
子

　
　
　
　
　

渡　

邊　

優　

子

　
　
　
　
　

横　

山　

一　

巳

　
　
　
　
　

大　

矢　

友　

子

【
朝
日
地
区
】

会　

長　
　

島　

田　
　
　

好

副
会
長　
　

忠　
　
　

隆　

司

委　

員　
　

菅　

井　

克　

彦

　
　
　
　
　

本　

間　

進　

二

　
　
　
　
　

板　

垣　

一　

弘

　
　
　
　
　

鈴　

木　

芳
太
郎

　
　
　
　
　

中　

山　

好　

栄

　
　
　
　
　

大　

滝　

由　

博

　
　
　
　
　

大　

滝　

重　

秋

　
　
　
　
　

大　

場　

美　

子

　
　
　
　
　

貝　

沼　
　
　

豊

　
　
　
　
　

佐　

藤　

利　

子

【
山
北
地
区
】

会　

長　
　

富　

樫　

保　

晴

副
会
長　
　

佐　

藤　

仙
太
郎

委　

員　
　

佐　

藤　

憲　

一

　
　
　
　
　

間　
　
　

勝　

秋

　
　
　
　
　

佐　

藤　

庄　

平

　
　
　
　
　

佐　

藤　
　
　

均

　
　
　
　
　

平　

方　

一　

生

　
　
　
　
　

富　

樫　

榮　

晴

　
　
　
　
　

齋　

藤　

玲　

子

　
　
　
　
　

斎　

藤　

千　

栄

　
　
　
　
　

渡　

辺　

美
紀
子

　
　
　
　
　

加　

藤　

英　

人

　

本
年
度
の
１
回
目
の
地
域
審
議
会

は
、各
地
区
と
も
終
了
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
内
容
等
は
、
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。ま
た
、各
地
区
の
図
書
館
・

図
書
室
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

☞

地
域
審
議
会
は
傍
聴
が
で

き
ま
す
。申
し
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
て

地
域
審
議
会
の
新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

地
域
審
議
会
と
は
？

地
域
審
議
会
委
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

●
問
合
せ　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
５
３
１
）
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　平成17年度から21年度にかけて、日本脳炎の予防接種についてのご案内を差し控えた時期がありまし

た。それにより予防接種を受けなかった人のために、平成23年５月20日付けで、日本脳炎の接種可能年齢

が次のとおり緩和されました。

■緩和後の接種可能年齢は

　平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれの人を対象とし、20歳未満までの間、接種が可能となりました。

　※�上記の人は、日本脳炎の予防接種を受けていないことがあります。母子健康手帳を確認して、受けて

いない場合は接種を受けてください

■予防接種を受ける場合は

　上記の人のうち、下表にあるように生年月日によって接種の受け方が異なりますので、よく確認してか

ら接種を受けてください。

生年月日による区分 接種の受け方
平成７年６月１日から平成13年４月１日まで
に生まれた人

接種を希望する場合は、お住まいの担当窓口に申し出てく
ださい。

平成13年４月２日から平成17年４月１日まで
に生まれた人

すでに市から送られている案内と予診票を確認してください。

平成17年４月２日から平成19年４月１日まで
に生まれた人

来年度以降に順次、案内を行う予定ですが、早めに接種を
希望する場合は、お住まいの担当窓口に申し出てください。

不明な点や詳細などは、お問い合わせください。

●問合せ　保健医療課健康支援室　☎53－2111（内線261～263）
　　　　　または各支所地域福祉課保健室

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
改
め
て
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
避
難
困
難
者
に
対

す
る
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
と
は

　

地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
、支
援
や
手
助
け
が

必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
、視
覚
・
聴
覚
な

ど
に
障
害
が
あ
る
な
ど
、
避
難
が
困
難
な
人

（
要
援
護
者
）
を
で
き
る
限
り
支
援
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
言
い
、こ
の
取
り
組
み
が
災
害

時
要
援
護
者
支
援
の
体
制
づ
く
り
と
な
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
要
援
護
者
を
災
害
か
ら
守
る
に

は
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
必
要
か
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。「
支
援
す
る
側
」と「
支
援
さ
れ
る
側
」

と
で
普
段
か
ら
声
を
掛
け
合
っ
て
お
く
こ
と

が
理
想
で
す
。

災
害
時
見
守
り
カ
ー
ド
の
取
り
組
み

　

町
内
や
集
落
な
ど
の
自
治
会
や
自
主
防
災

会
が
、地
域
に
要
援
護
者
が
い
る
か
を
把
握
し
、

緊
急
連
絡
先
や
避
難
時
の
支
援
体
制
を
決
め

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。要
援

護
者
の
家
族
の
連
絡
先
や
病
気
の
有
無
、避
難

時
の
支
援
者
な
ど
の
情

報
は
、「
災
害
時
見
守
り

カ
ー
ド
」
に
ま
と
め
、
支

援
を
行
う
自
治
会
や
市
、

民
生
委
員
と
で
共
有
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、

新
た
な
要
援
護
者
の
把
握
や
見
守
り
カ
ー
ド

作
り
を
自
治
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

予
定
で
す
。

ご
近
所
力
を
高
め
、災
害
に
備
え
よ
う

　

実
際
の
災
害
時
に
は
、電
話
な
ど
が
使
え
ず
、

家
族
と
連
絡
が
と
れ
ず
に
不
安
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
頼
り
に
な
る
の
が
町
内
・

集
落
の
人
や
ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い
で
す
。

こ
の
助
け
合
い
の
力
「
ご
近
所
力
」
を
普
段
の

生
活
の
中
で
高
め
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で
災
害
時

要
援
護
者
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
災
害

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ　

介
護
高
齢
課
高
齢
福
祉
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
３
６
７
、３
６
８
）

災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ご近
所

を

高

力力力

め
よ
う

の接種を受けなかった人へ日本脳炎日本脳炎



2012.7.1　　16

と　　き　　９月２日㈰　午前８時　受け付け開始
スタート・ゴール　　パルパーク神林（神林総合運動公園）
参加資格　　小学生以上の健康な人ならどなたでも参加できます。
　　　　　　（保険証を必ず持参してください。コピー可）
参 加 料　　小・中学生、高校生　1,000円　　一般　2,500円
申込期限　　７月31日㈫　※当日消印有効
申込方法　・�所定の申込用紙に必要事項を記入し、参加料を添えて申し込んでください。
　　　　　・�郵送で申し込む場合は、申込用紙と一緒に参加料を現金書留または郵便定額小為替に

て送金してください。
　　　　　　�申込用紙は、神林農村環境改善センターほか、各地区体育館にあります。また、市ホー

ムページ（「生涯学習課」で検索）からダウンロードできます。
　　　　　　※未成年者の場合は保護者の同意が必要です
種　　目

種　目 部　　　　　門

２㎞
小学校１～６年生男子（１～３年生、４～６年生別）

小学校１～６年生女子（１～３年生、４～６年生別）

３㎞
中学生男子

中学生・高校生・一般女子

５㎞
一般男子（高校生含む）

一般女子（高校生含む）

10㎞
一般男子（高校生含む）

一般女子（高校生含む）

●問合せ・申込先　かみはやし穀菜マラソン事務局（神林農村環境改善センター内）　☎60－1500

平成23年度 情報公開および個人情報保護条例運用状況

　平成23年度中に条例に基づいて行われた情報公開および個人情報開示等の請求件数や処理状況などを公

表します。

情報公開実施件数

情
報
公
開
請
求
件
数

（
公
開
件
数
）

全部公開件数 93件

一部公開件数 ８件

　小　計 101件
（
非
公
開
件
数
）

非公開件数 ０件

不存在等件数 ０件

　小　計 ０件

不服申立件数 ０件

審査会への諮問件数 ０件

訴訟件数 ０件

公文書公開申出件数 ７件

個人情報開示等件数

個人情報開示請求件数 １件

訂正及び利用停止請求件数 ０件

不服申立件数 ０件

是正申出件数 ０件

審査会への諮問件数 ０件

訴訟件数 ０件

※�１件で複数文書の公開請求があったもののうち、文書

ごとに「全部公開」「一部公開」「不存在等」など処分

が異なった場合は「一部公開」として計上しています

●問合せ　総務課総務・危機管理室　☎53－2111（内線313）

第14回
かみはやし穀菜マラソン大会参加者募集

前大会（第13回）の様子
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今
月
号
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
行
う

人（
す
る
ス
ポ
ー
ツ
）だ
け
で
な
く
、観
戦
す
る

人（
見
る
ス
ポ
ー
ツ
）や
指
導
支
援
す
る
人（
支

え
る
ス
ポ
ー
ツ
）の
普
及
が
重
要
で
す
。

　

中
で
も
、指
導
支
援
す
る
人
は
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で

す
。

　

「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」で
は
、指
導
支

援
す
る
人
の
育
成
や
組
織
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
競

技
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、誰
も
が
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
考
え
方
へ
シ
フ
ト
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
主
体
も
行
政

主
導
か
ら
市
民
協
働
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、市
教
育
委
員
会
で

は
、こ
れ
ま
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
支
え
て

き
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
向
上
と
地

域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
効
果
的
に
進
め
、自

分
が
住
む
生
活
圏
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
環
境

を
整
え
る
た
め
の
推
進
役
と
し
て
の
ス
ポ
ー

ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
に
は
52
名
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
お

り
、「
村
上
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
」を

組
織
し
、地
区
に
お
い
て
各
種
事
業
の
実
施
や

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
で
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
８
月
に
施
行
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
」で
は
、こ
れ
ま
で
の
運
営
や
指
導
だ
け
で

な
く
、『
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
係
る
体
制

の
整
備
』や『
事
業
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
』

の
職
務
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
役
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で

す
。 ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
充
実

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
教
育
委
員
会
お
よ

び
協
議
会
で
は
、
委
員
の
更
な
る
資
質
向
上
を

目
指
し
、
市
独
自
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
県
な
ど
が
主
催
す
る
講
習
会
に
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
推
奨
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
安
全
か
つ
効
果
的
に
運

営
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
、「
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」や「
笹
川
流
れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」、「
穀
菜

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
な
ど
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
支
え
ら
れ
、市
内
外
の

参
加
者
の
人
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と

活
動
支
援

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と

活
動
支
援

　

ま
た
、２
０
０
９
年
の
ト
キ
め
き
新
潟
国
体

以
降
、ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
新
た
な
概
念
と
し
て
の
「
支
え
る
」
と
い
う

意
識
が
芽
生
え
た
も
の
で
、ス
ポ
ー
ツ
事
業
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た

だ
き
、今
後
の
あ
り
方
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
は
、こ
れ
か
ら
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
振
興
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
課
題
で

あ
り
、そ
の
育
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
急

が
れ
ま
す
。

　

指
導
者
や
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス

ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興

だ
け
で
な
く
、地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
貴
重

な
人
材
と
な
る
こ
と
か
ら
、地
域
や
関
係
団
体

と
協
力
し
て
、支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

来
月
号
は
、「
鍛
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」の

実
施
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

わ
が
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
営
み

ス
ポ
ー
ツ
で
元
気
い
い
ま
ち
村
上

第４回
●
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　

☎
72
‐
６
８
８
６

スポーツ推進委員が指導を
行っている様子

大きいイベントは、多くのボ
ランティアスタッフにより
支えられています。
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　市内で行われた催しや、出来事を

紹介しています。

松林の木漏れ日の中、厳かに
５月26日㈯　お幕場森林公園

　緑豊かな松林から木漏れ日が差し込む中、お幕場

茶会が開催されました。お幕場は、古くは村上藩主

が鷹狩り場としていたところ。

　当日は、３会派５席の茶席が設けられ、それぞれ

のお点前を楽しみました。

鮭の遡上を願って（種川再生事業）
５月27日㈰　中州公園（種川）

　種川を再生し、再び鮭の遡上を願う有志による

土手の草刈りや砂利さらいが行われ、参加した約

15人が１時間ほど汗を流しました。今回、初めて親

子で参加した鈴木海
かい

斗
と

くん（岩船小３年）は、「ま

た参加したいです」と元気に話してくれました。

元気いっぱい!大運動会開催
５月26日㈯　保内・金屋小学校

　荒川地区の各小学校で大運動会が行われ、大勢の

観客が見守るなか、熱戦が繰り広げられました。

　元気よくグラウンドを駆けていく子供に向かっ

て、我を忘れ力いっぱい声援を送る保護者で会場は

熱気にあふれ、大盛り上がりとなりました。

元
気
な
園
児
と
ふ
れ
あ
い

５
月
16
日
㈬　

山
北
に
じ
い
ろ
保
育
園

　

山
北
中
学
校
の
２
年
生
３

人
が
、職
場
体
験
学
習
を
行
い

ま
し
た
。生
徒
は
戸
惑
い
な
が

ら
も
、一
生
懸
命
に
給
食
準
備

な
ど
の
お
手
伝
い
。

　

年
少
組
を
担
当
し
た
竹
田

瑠る

奈な

さ
ん
は「
接
し
方
が
分
か

ら
ず
大
変
だ
っ
た
け
ど
、子
ど

も
た
ち
と
遊
ん
で
楽
し
か
っ

た
で
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

※�

本
文
は
、山
北
支
所
の
広
報

担
当
の
も
と
へ
職
場
体
験
学

習
に
来
た
山
北
中
学
校
の
生

徒
が
作
成
し
た
も
の
で
す

食
で
育
む
交
流　
〜
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
〜

６
月
３
日
㈰　

ゆ
り
花
会
館

　

「
さ
ん
ぽ
く
ご
っ
つ
ぉ
物

語
協
議
会
」
主
催
に
よ
る
、

“
初
夏
の
め
ぐ
み
〟
を
味
わ

う「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

タ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、福
島

か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
人

や
外
国
の
人
も
い
て
、旬
の

地
魚
や
山
菜
な
ど
を
用
い

た
９
品
の
田
舎
懐
石
を
、目

で
も
楽
し
み
な
が
ら
一
品

一
品
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
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熱戦!ふれあい大運動会inかみかいふ
６月３日㈰　上海府小学校

　互いの親睦を深め、地域の連帯感を育むことを目

指し始まった運動会も、今年で11回目。地域の皆さ

んがボランティアで草刈りをするなど、会場の準備

を進めてきました。

　絶好の運動会日和となった当日は、保育園児の親

子競技や小学校児童の徒競走、集落対抗のゲート

ボールリレーなどで大いに盛り上がりました。

遅
い
春
を
感
じ
て「
新
緑
ま
つ
り
」

６
月
10
日
㈰　

二
子
島
森
林
公
園　遅い春の訪れに、管理組合が豚汁や焼き

鳥を出店し、市内外から訪れた観光客をも

てなしました。

　柏崎市から訪れたシーカヤック愛好家

の鍬山さん夫妻は、あいにくの雨でパドル

をこぐ計画が中止に。でも「ぜひまた来た

い場所です」と気に入った様子で話してく

れました。

日頃の感謝をカタチに!!
６月３日㈰　グリーンパークあらかわ

　「自然とのふれあいとボランティア」が開催され、

早朝にもかかわらず、スポーツ少年団や住民ボラン

ティアなど総勢400人以上が参加し、公園周辺の草取

りやゴミ拾いを行いました。

　参加者の一人は、「自然豊かな環境でスポーツがで

きるのは最高。この環境をいつまでも大切にしてい

きたい」と話してました。

地域のみんなでお祝い　〜猿沢地区敬老会〜
６月10日㈰猿沢小学校体育館

　

９
集
落
か
ら
構
成
す
る
猿
沢
地
域
で
、
恒
例
の
敬
老

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

副
市
長
や
地
元
市
議
会
議
員
が
招
か
れ
、
参
加
し
た

１
４
０
人
の
敬
老
会
対
象
者
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
地

元
の
皆
さ
ん
か
ら
民
謡
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
〜
神
林
地
区
敬
老
会
〜

６
月
16
日
㈯　

パ
ル
パ
ー
ク
神
林　

今
年
は
、
５
２

０
人
も
の
敬
老
会

対
象
者
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

保
育
園
児
や
小

・
中
学
生
、
各
種
芸

能
団
体
の
皆
さ
ん

が
踊
り
や
演
奏
を

披
露
し
、
敬
老
会

対
象
者
の
皆
さ
ん

の
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。
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自分の健康について知っていますか?
−特定健診を受けましょう−

～健康むらかみ21計画だより～

けん こう

●問合せ
　保健医療課健康支援室　☎53－2111（内線261～263）

　

市
で
は
、特
定
健
康
診
査（
特
定
健

診
）
を
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
〜
74
歳
の
人
を
対
象
に
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
に
は
、集
団
検
診（
５
〜

７
月
）と
個
別
健
診（
来
年
１
月
ま
で
）

と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
生

活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
を
早
期
に
発

見
で
き
、
ま
た
生
活
習
慣
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
受
診
し

て
自
分
の
健
康
を
把
握
し
、
今
後
の

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

受
診
率
は
34
・
14
％（
暫
定
値
）

［
平
成
23
年
度
の
受
診
結
果
か
ら
］

　

市
で
は
、
特
定
健
診
の
目
標
受
診

率
を
平
成
26
年
度
ま
で
に
65
％
と
し

て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
の
市
全
体
の

受
診
率
は
34
・
14
％
で
、
山
北
地
区

以
外
30
％
台
と
低
い
状
況
に
あ
り
、

目
標
に
は
遠
く
お
よ
び
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ま
た
、年
代
別
で
は
、40
歳
代
の
受

診
率
が
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
１
）

健
診
の
結
果
で
は

　

肥
満
度
を
み
る
と
男
女
共
に
40
歳

代
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
２
）

　

高
血
圧
の
割
合
は
、
全
体
的
に
は

男
性
30
・
６
％
、
女
性
22
・
７
％
で
、

男
性
は
年
代
に
よ
っ
て
波
が
あ
り
ま

す
が
、
女
性
は
年
代
が
上
が
る
に
つ

れ
、
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
３
）

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
は
、
放
っ
て
お

く
と
動
脈
硬
化
や
心
筋
梗
塞
、
脳
卒

中
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

発
症
し
て
重
症
化
す
る
と
命
に
関
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
特
定
健

診
を
受
診
し
て
生
活
習
慣
を
早
目
に

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

集
団
健
診
が
終
了
し
た
地
区
で
受

診
を
し
て
い
な
い
人
は
、
各
医
療
機

関
で
受
け
ら
れ
る
個
別
健
診
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。（
受
診
券
が
な
い
人

は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

　

自
分
の
健
康
の
た
め
、
毎
年
１
回

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～74歳

市全体

18.39

25.07

37.01

40.37

34.14

グラフ１　年代別受診率（％）

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～74歳

計

44.09
24.14

29.03

男
女

男
女

28.13

28.64

29.34

20.46

22.31

20.48

21.60

BMI＝体重（㎏）÷身長（ⅿ）² 25以上（肥満）の人の割合

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～74歳

計

16.54
11.03

28.23

39.97

30.57

30.60

19.02

21.59

27.73

22.70

※最高血圧140以上、最低血圧90以上の人の割合

グラフ２　年代別肥満度（％） グラフ３　年代別高血圧者（％）

健診トライくん

地区別受診率
（単位：％）

全体　　34.14
　村上　32.68　　荒川　32.52
　神林　35.33　　朝日　33.69
　山北　41.02
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●
問
合
せ　

消
防
本
部　

☎
53
‐
０
１
１
９

こ
ち
ら
１
１
９

◆�

携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
と
位

置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
と
は
、管
内
か
ら
の
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど

で
１
１
９
番
通
報
し
た
場
合
、音
声
通
話
と
併
せ
て
通
報
者
の
発
信
位
置
情
報

が
指
令
室
に
自
動
的
に
通
知
さ
れ
、場
所
の
特
定
が
で
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。携

帯
電
話
の
場
合
は
大
ま
か
で
す
が
、
条
件
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
携
帯
電
話
、
気

象
、建
物
の
影
響
、電
波
の
状
況
）に
よ
っ
て
は
高
精
度
で
場
所
が
特
定
で
き
ま

す
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
直
接
村
上
市
消
防
本
部
へ
つ
な
が
り
ま
す
が
、管

轄
境
界
付
近
で
は
隣
接
消
防
本
部
へ
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。他
の
消
防

本
部
に
つ
な
が
っ
た
場
合
で
も
村
上
市
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

認知症の人を地域で支えるために②
認知症と物忘れの違い

包括支援センターだより

　年をとって物忘れをしたりすると「認知症になったのでは」と思うことがありますが、「物忘れ」と「認

知症」は違います。

　認知症は、さまざまな原因により脳の細胞が死んで働きが悪くなったために障害を起こし、生活に支障が

出ている状態をいいます。

　例えば「朝ご飯を食べたことは覚えているが、何を食べたか思い出せない」など体験の一部を忘れるのは

年齢による物忘れ「健忘症」というものですが、「認知症」は「朝ご飯を食べたことじたいを忘れてしまう」

など体験そのものを忘れたり、人に言われても思い出せず記憶を取り繕ったりします。（下図参照）

　本当に認知症なのかどうかを知るには、医療機関で認知症の原因は何かを診断してもらうことが最良の方

法です。受診をためらう人もいますが、他の病気はないかなどきちんと診てもらうことが大切です。これと

同様に大切なことがもう一つあります。それは家族や地域の人の適切な対応です。認知症の人が穏やかに暮

らしていくためには自尊心を傷つけず、相手を立てながら接することが必要です。

平成24年災害件数（毎月更新）

災害種別 ５月
５月末までの累計
本年 昨年

火　災 1件 12件 10件

救　急 197件 988件 1055件

救　助 4件 19件 17件

その他の災害 12件 91件 103件
※�その他の災害は「警戒」「調査」「水防」「その他（土
砂災害・漏油事故）」「ポンプ車の救急出動」など

物忘れと認知症の違い

【物忘れ】

体験の一部のみを忘れる

例）�食事したことは覚えている
が、献立が思い出せない。

【認知症】

体験全体を忘れている

例）�食事したこと自体を忘れてしまう。
また、忘れたことを自覚できない。

と　き　７月26日㈭
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　市役所本庁５階
　　　　第４会議室
対象者　市内在住の介護者
参加費　100円
申し込み�　７月23日㈪までにご

連絡ください

介護者のつどい

●問合せ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）または各支所地域福祉課福祉室
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　神渡し(犬
いぬかい

飼六
ろ っ き

岐)

◆　信長死すべし（山
やまもと

本兼
けんいち

一）

◆　ラブソファに、ひとり（石
い し だ

田衣
い ら

良）

◆　日御子（帚
ははきぎ

木蓬
ほうせい

生）

◆　彼女の存在、その破片（野
の な か

中柊
ひいらぎ

）

◆　衆（堂
ど う ば

場瞬
しゅんいち

一）

◆　夜の国のクーパー（伊
い さ か

坂幸
こ う た ろ う

太郎）

◆　鳥のうた、魚のうた(小
こ じ ま

島水
み ず お

青)

◆　一日　－随筆集－（西
にしむら

村賢
け ん た

太）

◆　まひるの散歩(角
か く た

田光
み つ よ

代)

◆　ナマコのからえばり６（椎
し い な

名誠
まこと

）

◆　50とよばれたトキ－飼育員たちとの日々－(小
お の

野智
さ と み

美)

◆　がんばれ！ニッポンの商店街（全国商店街を巡る会）

◆　〈
かっこにっぽんじん

日本人〉（橘
たちばな

玲
あきら

）

◆　ネイリストになるには（津
つ る

留有
ゆ う き

希）

○　みてても、いい？（礒
いそ

みゆき）

○　おつかいまなんかじゃありません(柏
かしわば

葉幸
さ ち こ

子)

○　よろしくともだち（降
ふ り や

矢なな）

○　きゃっきゃキャベツ（いわさゆうこ）

○　がたんごとんがたんごとんざぶんざぶん(安
あんざい

西水
みずまる

丸)

横
井　

綾
さ
ん
︹
山
辺
里
︺

　
　
　

咲さ

空ら

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

　６月の末で１歳になった咲

空。最近は、テレビの子ども番

組を見て、手をパチパチしたり、

ダンスをして遊んだりしていま

す。

　ご飯も好き嫌いなく、何でも

食べる、すごく元気な子です。

　人見知りをすることなく、誰

に対してもにこにこと笑った顔

は、家族みんなを笑顔にしてく

れます。これからいっぱい遊ん

で、いっぱい笑って、すくすく

成長していってほしいです。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

今回は、
村上地区です

わが家

宝

の

　図書館（室）の本の予約は、インターネットを通してパソコンや携帯電話からできることをご存知で
すか?
　この方法だと、図書館（室）が閉館している時間でも予約ができるほか、予約した本の一覧やその本
の待ち順番なども確認できます。
　また、７月から「予約かご」という機能が追加されます。これは、読みたい本を最大10件まで入れて
おくことができ、１冊ずつ予約を入れなくても、「予約かご」に入れた本をまとめて予約できるようにな
ります。
　利用にあたっては、事前にパスワードを取得する必要があります。パスワードをお持ちでない人は、
図書館カードと身分証明書を持参の上、図書館（室）で手続きをしてください。
　不明な点などは、中央図書館（53－7511）までお問い合わせください。

・携帯電話などは、右のQRコードを読み取るとアクセスできます
・パソコンからは図書館のホームページ（「村上市の図書館」で検索）をご覧ください。
※午前７時～８時はメンテナンスのため、受け付けできません

Go!
Go!
図書館!

〜「インターネット
　　　　予約編」〜

◆…一般書　○…児童書

「中高生ボランティア講習会」参加者募集

　中学生・高校生を対象にボランティア講習会を行います。図

書館の仕事に興味のある人は、ぜひ参加してください。

　●と　き　７月26日㈭・27日㈮

　　　　　　午前10時30分～正午

　●ところ　中央図書館

　●定　員　５人

　●申込期間　７月５日㈭～20日㈮
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※５月11日から６月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口と世帯数（６月１日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä31,910人（△46）　Å34,614人（△17）　�計66,524人（△63）　    22,854世帯（+10）

村上地区

山 田 庄 𠮷	 80	 門前
相 馬 チ ヱ	 86	 瀬波中町
伴　田　ヨネ子	 96	 岩船上浜町
板 垣 重 利	 89	 新町
伊與部　伊　介	 77	 瀬波上町
壬 生 キ ヨ	 80	 山居町二丁目
松 本 豊 松	 87	 羽黒口
飯 島 義 男	 87	 安良町
太 田 辰 雄	 96	 杉原
相　田　ミチ子	 63	 若葉町
中 村 シ マ	 81	 山辺里
佐 藤 長 利	 85	 大関
池 田 隆 三	 71	 日下
髙 橋 辰 雄	 80	 岩船三日市
鈴 木 ハ ル	 98	 岩船上町
海 田 良 三	 60	 学校町
布 施 　 進	 59	 岩船縦新町
渡 邊 マ サ	 87	 飯野一丁目
中 島 善 一	 70	 長井町

村上地区

啓我（けいが）	 山　﨑　大　輝	 飯野西
来愛（らな）	 齋　藤　裕　香	 八日市
基（もと）	 藤　田　　　亮	 加賀町
琉志樺（るしか）	 冨　樫　和　久	 泉町
すみれ	 川　崎　将　人	 緑町三丁目
凜太郎（りんたろう）	 川　崎　将　人	 緑町三丁目
晴斗（はると）	 佐　藤　　　章	 若葉町
心護（しんご）	 海　沼　　　博	 山辺里
瑠菜（るな）	 小 田 隆 治	 緑町五丁目
俊（しゅん）	 奥　村　　　力	 肴町
秀弥（しゅうや）	 赤　島　直　之	 堀片
奏（そう）	 船　山　兼　人	 上町
朔（さく）	 船　山　兼　人	 上町
楓汰（ふうた）	 小　田　和　樹	 松山
美里（みさと）	 平　山　和　誉	 緑町五丁目
結（ゆい）	 三　科　直　人	 天神岡

荒川地区

莉依紗（りいさ）	 渡　邉　　　潤	 藤沢

神林地区

結稀（ゆうき）	 磯　部　岳　志	 里本庄
瑞稀（みずき）	 田　島　雅　之	 飯岡

朝日地区

結（ゆい）	 木　村　雄　太	 十川
雅孔（がく）	 小　田　　　潤	 塩野町
結芽（ゆめ）	 本　間　優　介	 石住
玲音（れお）	 鈴　木　良　太	 中原

山北地区

結（ゆい）	 平　方　宏　幸	 岩石

朝日地区

本 間 豊 春	 78	 岩崩
中 山 孫 一	 93	 大須戸
飯　沼　サクノ	 96	 岩沢
小 池 靜 子	 83	 瑞雲
板　垣　マサエ	 98	 上中島
山 上 敦 子	 50	 朝日中野
小 田 サ イ	 76	 塩野町
鈴 木 　 勉	 85	 中原
山 上 正 和	 54	 朝日中野
飯 沼 堅 一	 62	 岩沢
酒 井 久 廣	 81	 猿沢
川 村 重 祐	 90	 川端

山北地区

貝 沼 靜 子	 54	 寒川
東海林　麟　次	 80	 中継
平 方 市 松	 85	 岩石
本 間 　 久	 81	 桑川
菅　原　又太郎	 64	 大毎
田　村　ハルミ	 75	 府屋本町

荒川地区

佐　藤　美智子	 79	 藤沢
金 子 　 薰	 61	 佐々木
小 川 フ ミ	 75	 長政
冨 樫 チ ヨ	 91	 坂町駅前
佐 藤 ミ ツ	 81	 中倉
佐 藤 和 子	 87	 田島
髙 橋 文 子	 58	 坂町
佐 藤 富 夫	 69	 山口
小 林 キ ユ	 87	 坂町住宅
江　端　ハツヱ	 89	 金屋
野 澤 フ ミ	 97	 藤沢
小 池 金 　	 83	 下鍜冶屋
小 川 タ ミ	 98	 藤沢

神林地区

井 関 茂 男	 54	 葛籠山
中 村 　 誠	 54	 下助渕
中 村 イ ヨ	 90	 上助渕
石 田 　 榮	 79	 牛屋
佐 藤 伸 一	 58	 有明
佐 藤 利 雄	 85	 南大平
横 山 キ イ	 86	 下助渕
川 﨑 ヨ シ	 87	 北新保
菅 井 ミ ツ	 83	 塩谷
鈴 木 ト ミ	 82	 平林
松 本 ヤ ス	 98	 小岩内
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村上の 　市が策定している景観計画で、計画の要

素として取り上げられている市内の景観を

紹介します。今回のテーマは清涼感溢れる

「水」です。

今月の表紙編集後記
u松原町の雇用促進住宅に取材にいきま
した。u先日は、雇用促進住宅の花壇にマ
リーゴールドなどの花を子ども達が植え
ていました。子ども達が植樹する姿に保
護者の顔は笑顔でいっぱいでした。その
数日後には、施設の集会所にシンガーソン
グライターで書家の「友近8

やっくん

90」が訪れ、
自作の曲などで被災者の皆さんを勇気付
けていました。u被災者の皆さんは、さま
ざまな活動を通して、お互いの親睦と市
民とのふれあい、そして絆を大切にしなが
ら生活をしています。そんな皆さんの姿を
見ていると、自分もがんばらなきゃと思っ
てやみません。か○

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

④

●景観計画の問合せ

　都市整備課計画室　☎53－2111（内線512・513）

荒　川� （荒川地区）

　山形県・新潟県・

福島県を流れる荒

川水系の本川で

す。国土交通省の

一級河川水質調査

結果で３年連続日

本一になりました。

（平成15～17年）

鈴ヶ滝� （朝日地区）

　日本の滝百選に

選ばれました。そ

の昔、源義経公が

奥州に向かう際

に、駒を止めて鑑

賞したと伝えられ

ています。

三面川� （村上地区）

　毎年７月５日、

三面川の鮎つりが

解禁になると、市

内外から大勢の釣

り人たちが訪れ、

魚を釣る姿が見ら

れます。
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日倉山
●龍山寺

●二子島森林公園

朝日スーパーライン

●奥三面ダム ●猿田ダム

猿田川野営場●

市の木・花・鳥（平成23年１月20日制定）

　６月１日から解禁となった岩ガキ漁。写真は寝屋漁港
でカキの殻むきをしていた本間さんご夫婦。地元出身で
家業が漁師の本間喜昭さんは、地元を離れて改めて自然
の素晴しさを実感し、３年前にUターン。「新潟の海の幸
の魅力を全国に広めたい」という若い漁師さんの想いが
詰まった岩ガキは、ミルク成分が濃厚になる７月が旬と
のことです。


